
№209 事業名 （継）北海道地方競馬特別会計 担当課 競馬事業室

「第３期北海道競馬推進プラン」に基づき、長 予算額 （千円） 国 道 その他

事 期的な視点に立ち経営安定と競馬事業の持続的な ５年度 49,127,457 0 0 (諸)49,083,579

業 発展に向けて次の取組を行う。 (他) 43,878

の ＜主な取組＞ ４年度 46,860,679 0 0 (諸)46,817,264

趣 ［魅力ある番組づくり］ (他) 43,415

旨 ・ダートグレード・重賞競走体系の見直し ○開催日程 ４月19日から11月９日まで

・最低賞金・出走手当の引き上げ ・門別競馬場 (15開催82日間)

・冬期の在きゅう馬対策の新設

事 ○場外発売所

[発売対策] 業 門別、登別室蘭、苫小牧、函館港町、静内、

・インターネットでのレースのライブ配信や 内 浦河、千歳、札幌中央、札幌駅前、石狩、

ネット広告等による情報発信 容 小樽、江別、滝川、旭川、くしろ、中標津

・大井競馬とのＪＢＣ共同開催

［施設整備］

・きゅう舎エリアの整備着手

事業主体 北海道（（一社）北海道軽種馬振興公社へ開 備

催業務委託） 考

実施年度 昭和23年度（1948年度）～

第５ ホッカイドウ競馬の推進

・ホッカイドウ競馬の中期的な取組の方向性を示した「第３期北海道競馬推進プラン」を着実に

推進し、競馬事業の持続的な発展に資するため、老朽化した競馬場基幹施設の計画的な整備に向け

厩舎エリアの工事に着手するほか、さらなる顧客の拡大に向け、引き続き強い馬づくりと魅力ある

番組づくりを進めるとともに、積極的な情報発信を通じ、安定した競馬事業の運営に取り組む。

第５

農政部が実施するゼロ予算事業

道では、平成17年度（2005年度）から特別の予算措置を伴わずに、道が持つ人材や施

設などの「資産」、情報発信やネットワークといった「機能」などの多様な資源を活用し、

様々な行政課題の解決や道民へのサービス向上を図る取組を実施している。

農政部では、職員の持つ技術・経験・知識等を活用した次の事業を実施する。

○ 令和５年（2023年度）度 農政部実施事業

事 業 名 概 要 事業開始年度

食と農の道民学習への支援 小、中学生や都市住民等に対する北海道の食や農業・農 平成17年度

村に関連する情報提供等の依頼に一元的に対応し、資料 (2005年度)

【農政課】 の提供や講師の派遣等を円滑に実施する。

目指せ!職員全員宣伝マン! 国内外において評判が高まっている「道産ナチュラルチ 平成24年度

－道産ナチュラルチーズ 庁内 ーズ」について、道職員向けに斡旋・紹介し、道内チー (2012年度)

職員への紹介－ ズ工房に対する理解醸成、品質の高さを理解してもらう

ことにより、一般消費者の皆様に対する消費拡大、普及

【畜産振興課】 を図るための広告塔になってもらう。

「北海道フラワーウォーク」 周囲の方々に見えるように、参加者が道産花きの花束を 平成25年度

～花を持って街を歩こう!!～ 持ち帰る「北海道フラワーウォーク」を実施して、北海 (2013年度)

道産の花をアピールするとともに、花のある暮らしの推

【農産振興課】 進と花の消費拡大を図り、北海道らしい花文化を創出す

る。

※北海道フラワーウォークは、開催時期に厳選した旬

の北海道の花で作られた花束を、職場ごとに事前購入

申込者が退社時に受け取り、周囲の方々に花束が見え

るように持って帰宅する取組。

「花いっぱいプロジェクト」 北海道の切り花の出荷最盛期である７月から９月に執務 令和元年度

室に花を飾ることにより、北海道産の花を来庁者や職員 (2019年度)

【農産振興課】 にアピールするとともに、花のある暮らしの推進と消費

拡大を図る。

（参考１）
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